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青
木
康
先
生
の
略
歴
と
主
要
業
績

　
　
略
　
歴

一
九
五
一
年
七
月
　
神
戸
市
に
生
ま
れ
る

一
九
七
〇
年
三
月
　
東
京
都
立
田
園
調
布
高
等
学
校
卒
業

一
九
七
〇
年
四
月
　
東
京
大
学
教
養
学
部
文
科
三
類
入
学

一
九
七
二
年
六
月
　
東
京
大
学
文
学
部
西
洋
史
学
科
進
学

一
九
七
四
年
三
月
　
東
京
大
学
文
学
部
西
洋
史
学
科
卒
業

一
九
七
四
年
四
月
　
東
京
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
西
洋
史
学
専
攻
修
士
課
程
入
学

一
九
七
六
年
三
月
　
東
京
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
西
洋
史
学
専
攻
修
士
課
程
修
了

一
九
七
六
年
四
月
　
東
京
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
西
洋
史
学
専
攻
博
士
課
程
進
学

一
九
七
八
年
三
月
　
東
京
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
西
洋
史
学
専
攻
博
士
課
程
中
退

一
九
七
八
年
四
月
　
南
山
大
学
外
国
語
学
部
英
米
学
科
助
手
　（
一
九
七
九
年
三
月
ま
で
）

一
九
七
九
年
四
月
　
南
山
大
学
外
国
語
学
部
英
米
学
科
専
任
講
師
　（
一
九
八
〇
年
三
月
ま
で
）

一
九
八
〇
年
四
月
　
成
蹊
大
学
文
学
部
文
化
学
科
専
任
講
師
　（
一
九
八
二
年
三
月
ま
で)

一
九
八
二
年
四
月
　
成
蹊
大
学
文
学
部
文
化
学
科
助
教
授
　（
一
九
八
八
年
三
月
ま
で
）

一
九
八
八
年
四
月
　
立
教
大
学
文
学
部
史
学
科
助
教
授
　（
一
九
九
〇
年
三
月
ま
で
）

一
九
九
〇
年
四
月
　
立
教
大
学
文
学
部
史
学
科
教
授
　（
二
〇
〇
六
年
三
月
ま
で
）　

二
〇
〇
一
年
四
月
　
立
教
大
学
文
学
部
史
学
科
長
　（
二
〇
〇
二
年
三
月
ま
で
）

二
〇
〇
二
年
五
月
　
立
教
大
学
総
長
室
次
長
　（
二
〇
〇
三
年
九
月
ま
で
）

二
〇
〇
三
年
一
〇
月
　
立
教
大
学
総
長
室
長
　（
二
〇
〇
六
年
五
月
ま
で
）
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史
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一
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）

二
〇
〇
六
年
四
月
　
立
教
大
学
文
学
部
史
学
科
世
界
史
学
専
修
教
授
　（
二
〇
一
七
年
三
月
ま
で
）

二
〇
〇
六
年
五
月
　
立
教
大
学
図
書
館
長
　（
二
〇
〇
八
年
三
月
ま
で
）

二
〇
〇
九
年
四
月
　
立
教
大
学
全
学
共
通
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
運
営
セ
ン
タ
ー
副
部
長
　（
二
〇
一
〇
年
三
月
ま
で
）

二
〇
一
〇
年
四
月
　
立
教
大
学
英
語
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
教
育
セ
ン
タ
ー
長
　（
二
〇
一
二
年
三
月
ま
で
）

二
〇
一
〇
年
四
月
　
立
教
大
学
全
学
共
通
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
運
営
セ
ン
タ
ー
部
長
　（
二
〇
一
四
年
三
月
ま
で
）

二
〇
一
四
年
四
月
　
立
教
大
学
総
長
室
調
査
役
　（
二
〇
一
四
年
九
月
ま
で
）

二
〇
一
五
年
四
月
　
立
教
大
学
総
長
室
調
査
役
　（
二
〇
一
七
年
三
月
ま
で
）

二
〇
一
七
年
四
月
　
立
教
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
・
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
運
営
セ
ン
タ
ー
特
任
教
授
（
～
現
在
）

　
こ
の
ほ
か
、
青
山
学
院
大
学
・
お
茶
の
水
女
子
大
学
・
学
習
院
大
学
・
慶
應
義
塾
大
学
・
國
學
院
大
学
・
駒
澤
大
学
・
上
智
大
学
・
信
州

大
学
・
成
蹊
大
学
・
中
央
大
学
・
中
京
大
学
・
東
京
外
国
語
大
学
・
東
京
女
子
大
学
・
東
京
大
学
・
日
本
女
子
大
学
・
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大

学
・
放
送
大
学
・
明
治
大
学
・
立
教
大
学
に
兼
任
講
師
・
非
常
勤
講
師
と
し
て
出
講

［
学
会
役
職
］

一
九
九
七
年
一
〇
月
　
史
学
会
　
評
議
員
　（
二
〇
一
二
年
三
月
ま
で
）

二
〇
〇
二
年
一
一
月
　
西
洋
史
研
究
会
　
理
事
　（
二
〇
〇
六
年
一
一
月
ま
で
）

二
〇
一
一
年
六
月
　
　
立
教
大
学
史
学
会
　
会
長
　（
二
〇
一
二
年
五
月
ま
で
）

　
　
主
　
要
　
研
　
究
　
業
　
績  

【
著
書
・
編
著
】

『
議
員
が
選
挙
区
を
選
ぶ
―
一
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
議
会
政
治
―
』［
単
著
］（
山
川
出
版
社
、
一
九
九
七
年
一
月
）

『
イ
ギ
リ
ス
史
重
要
人
物
一
〇
一
』［
小
池
滋
と
共
編
著
］（
新
書
館
、
一
九
九
七
年
七
月
）

『
イ
ギ
リ
ス
近
世
・
近
代
史
と
議
会
制
統
治
』［
編
著
］（
吉
田
書
店
、
二
〇
一
五
年
一
一
月
）
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【
論
文
（
雑
誌
論
文
）】

「
一
七
八
〇
年
代
政
治
史
研
究
の
一
動
向
―
政
党
政
治
史
の
側
面
か
ら
―
」『
イ
ギ
リ
ス
史
研
究
』（
二
二
号
、
一
九
七
五
年
六
月
）

「
ホ
イ
ッ
グ
党
の
イ
ー
デ
ン
条
約
反
対
論
―
イ
ギ
リ
ス
産
業
革
命
初
期
の
工
業
利
害
と
政
党
―
」『
西
洋
史
学
』（
一
〇
四
号
、
一
九
七
七
年

四
月
）

「
ホ
イ
ッ
グ
党
と
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
運
動
」『
史
学
雑
誌
』（
八
七
巻
二
号
、
一
九
七
八
年
二
月
）

「『
ベ
ド
フ
ォ
ー
ド
公
の
私
的
日
誌
』
―
一
七
六
〇
年
代
後
半
政
治
史
研
究
の
一
史
料
―
」『
イ
ギ
リ
ス
史
研
究
』（
二
七
号
、一
九
七
九
年
四
月
）

「
ネ
ー
ミ
ア
以
後
の
イ
ギ
リ
ス
一
八
世
紀
政
治
史
―
一
七
六
〇
年
代
を
め
ぐ
る
最
近
の
研
究
―
」『
史
学
雑
誌
』（
八
九
巻
一
号
、
一
九
八
〇

年
一
月
）

「
議
会
エ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
か
ら
見
た
政
党
―
一
七
六
〇
年
代
後
半
の
ロ
ッ
キ
ン
ガ
ム
派
と
ベ
ド
フ
ォ
ー
ド
派
―
」『
西
洋
史
研
究
』（
一
一
号
、

一
九
八
二
年
一
一
月
）

「
イ
ギ
リ
ス
近
代
史
に
お
け
る
中
央
と
地
方
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
」『
イ
ギ
リ
ス
史
研
究
』（
三
八
号
、
一
九
八
五
年
一
一
月
）

「
議
会
外
勢
力
の
成
長
―
一
八
世
紀
末
の
イ
ギ
リ
ス
政
治
―
」『
歴
史
学
研
究
』（
六
五
九
号
、
一
九
九
四
年
六
月
）

‘M
em

bers of parliam
ent and their connections to constituencies in the eighteenth century: A study in quantitative 

political history’, Parliam
ents ’  E

states and R
epresentation , 18, N

ov. 1998

「
有
力
ジ
ェ
ン
ト
リ
の
条
件
―
一
八
世
紀
末
イ
ギ
リ
ス
・
サ
フ
ォ
ー
ク
州
の
一
事
例
―
」『
史
苑
』（
六
〇
巻
一
号
、
一
九
九
九
年
一
〇
月
）

「
一
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
議
会
と
選
挙
」『
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
大
学
院
　
共
同
研
究
報
告
』（
四
号
、
二
〇
〇
二
年
三
月
）

‘To be a m
em

ber of the leading gentry: The Suffolk voluntary subscriptions of 1782’, H
istorical R

esearch , 76, Feb. 
2003

「
一
七
五
〇
年
代
ベ
リ
・
セ
ン
ト
・
エ
ド
マ
ン
ズ
市
の
下
院
議
員
選
挙
　
ベ
リ
の
都
市
自
治
体
を
め
ぐ
る
補
論
」『
史
苑
』（
七
二
巻
一
号
、

二
〇
一
一
年
一
二
月
）

‘The tow
n corporation and the aristocracy: Parliam

entary elections in Bury St E
dm

unds 1754-1757’, Proceedings of 
the Suffolk Institute of Archaeology &

 H
istory , 43-1, Feb. 2014

「
議
会
改
革
運
動
創
成
期
イ
ギ
リ
ス
の
都
市
自
治
体
と
下
院
議
員
選
挙
―
一
七
六
〇
年
代
末
サ
マ
セ
ッ
ト
州
ブ
リ
ジ
ウ
ォ
ー
タ
市
の
事
例
」
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『
史
苑
』（
七
六
巻
一
号
、
二
〇
一
五
年
一
二
月
）

「
一
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
名
望
家
支
配
と
地
域
社
会
―
サ
フ
ォ
ー
ク
州
の
ジ
ェ
ン
ト
リ
　
デ
イ
ヴ
ァ
ー
ズ
家
の
事
例
を
通
し
て
」『
史
苑
』

（
七
八
巻
一
号
、
二
〇
一
七
年
一
二
月
）

【
論
文
（
分
担
執
筆
）】

「
イ
ギ
リ
ス
の
議
会
政
治
」
大
下
尚
一
他
編
『
西
洋
の
歴
史
［
近
現
代
編
］』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
八
七
年
二
月
）

「
地
域
社
会
と
名
望
家
支
配
―
一
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
地
主
貴
族
―
」柴
田
三
千
雄
他
編『
規
範
と
統
合
　
シ
リ
ー
ズ
世
界
史
へ
の
問
い
　
五
』

（
岩
波
書
店
、
一
九
九
〇
年
六
月
）

「
ハ
ノ
ー
ヴ
ァ
朝
の
安
定
」「
改
革
と
革
命
の
時
代
の
開
幕
」
今
井
宏
編
『
世
界
歴
史
大
系
　
イ
ギ
リ
ス
史
　
二
　
近
世
』（
山
川
出
版
社
、

一
九
九
〇
年
八
月
）

「
代
議
制
民
主
主
義
の
形
成
」
歴
史
学
研
究
会
編
『
近
代
世
界
へ
の
道
―
変
容
と
摩
擦
―
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
五
年
六
月
）

「
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
衝
撃
」
松
村
昌
家
他
編
『
英
国
文
化
の
世
紀
　
一
　
新
帝
国
の
開
花
』（
研
究
社
出
版
、
一
九
九
六
年
四
月
）

「
伝
統
と
革
新
の
相
克
」
川
北
稔
編
『
新
版
世
界
各
国
史
　
一
一
　
イ
ギ
リ
ス
史
』（
山
川
出
版
社
、
一
九
九
八
年
四
月
）

「
選
挙
区
・
議
会
・
政
府
」
近
藤
和
彦
編
『
長
い
一
八
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
―
そ
の
政
治
社
会
―
』（
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
四
月
）

「
議
会
政
治
と
立
憲
君
主
―
イ
ギ
リ
ス
近
代
―
」
網
野
善
彦
他
編
『
統
治
と
権
力
　
岩
波
講
座
天
皇
と
王
権
を
考
え
る
　
二
』（
岩
波
書
店
、

二
〇
〇
二
年
六
月
）

「
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
社
会
の
女
性
た
ち
―
一
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
政
治
の
舞
台
裏
―
」
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
編
『
ペ
ン
を
と
る
女
性
た
ち
』

（
フ
ェ
リ
ス
・
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
リ
ー
ズ
二
号
、
翰
林
書
房
、
二
〇
〇
三
年
二
月
）

「
一
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
地
方
都
市
の
下
院
議
員
選
挙
―
一
七
五
〇
年
代
半
ば
の
ベ
リ
・
セ
ン
ト
・
エ
ド
マ
ン
ズ
市
の
事
例
―
」
近
藤
和
彦
編
『
歴

史
的
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
政
治
社
会
』（
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
五
月
）

「
私
文
書
―
一
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
地
方
都
市
の
下
院
議
員
選
挙
の
内
実
を
知
る
―
」
菅
谷
憲
興
編
『
人
文
資
料
学
の
現
在
Ⅱ
　
立
教
大
学
人

文
叢
書
　
四
』（
春
風
社
、
二
〇
〇
八
年
九
月
）

「
ブ
リ
ッ
グ
ズ『
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
社
会
史
』」樺
山
紘
一
編
著『
新
・
現
代
歴
史
学
の
名
著
　
普
遍
か
ら
多
様
へ
』（
中
公
新
書
、二
〇
一
〇
年
三
月
）
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「
議
会
」
近
藤
和
彦
編
『
イ
ギ
リ
ス
史
研
究
入
門
』（
山
川
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
）

「
一
八
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
西
部
の
下
院
議
員
―
議
員
と
選
出
区
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
」「
ブ
リ
ジ
ウ
ォ
ー
タ
の
都
市
自
治
体
と
一
七
八
〇
年

総
選
挙
」
青
木
康
編
著
『
イ
ギ
リ
ス
近
世
・
近
代
史
と
議
会
制
統
治
』（
吉
田
書
店
、
二
〇
一
五
年
一
一
月
）

【
訳
書
・
翻
訳
】

Ｊ
・
Ｍ
・
ロ
バ
ー
ツ
『
ペ
ン
ギ
ン
版
　
図
説
：
世
界
の
歴
史
　
六
　
ひ
と
つ
に
な
る
世
界
　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
明
の
優
位
』（
小
峰
書
店
、

一
九
八
二
年
九
月
）

「
エ
リ
ク
・
ホ
ブ
ズ
ボ
ー
ム
　
義
賊
の
な
か
ま
」
近
藤
和
彦
、
野
村
達
朗
編
訳
『
歴
史
家
た
ち
―
Ｅ
・
Ｐ
・
ト
ム
ス
ン
　
Ｎ
・
Ｚ
・
デ
イ
ヴ
ィ

ス
　
Ｃ
・
ギ
ン
ズ
ブ
ル
グ
他
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
一
九
九
〇
年
四
月
）

【『
史
学
雑
誌
』「
回
顧
と
展
望
」
執
筆
】

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
：
近
代
―
イ
ギ
リ
ス（
一
九
七
七
年
の
歴
史
学
界-

回
顧
と
展
望
）」［
今
井
宏
、村
岡
健
次
と
共
筆
］（『
史
学
雑
誌
』八
七
巻
五
号
、

一
九
七
八
年
五
月
）

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
：
近
代
―
イ
ギ
リ
ス
（
一
九
八
〇
年
の
歴
史
学
界-

回
顧
と
展
望
）」（『
史
学
雑
誌
』
九
〇
巻
五
号
、
一
九
八
一
年
五
月
）

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
：
近
代
―
イ
ギ
リ
ス
（
一
九
八
三
年
の
歴
史
学
界-

回
顧
と
展
望
）」（『
史
学
雑
誌
』
九
三
巻
五
号
、
一
九
八
四
年
五
月
）

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
：
近
代
―
イ
ギ
リ
ス
（
一
九
八
九
年
の
歴
史
学
界-

回
顧
と
展
望
）」（『
史
学
雑
誌
』
九
九
巻
五
号
、
一
九
九
〇
年
五
月
）

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
：
近
代
―
一
般
（
一
九
九
一
年
の
歴
史
学
界-
回
顧
と
展
望
）」（『
史
学
雑
誌
』
一
〇
一
巻
五
号
、
一
九
九
二
年
五
月
）

【
教
科
書
】

放
送
大
学
印
刷
教
材
（
樺
山
紘
一
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
歴
史
―
基
層
と
革
新
―
』・『
改
訂
版
　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
歴
史
』〈
放
送
大
学
教
育
振
興
会
、

一
九
九
六
年
・
二
〇
〇
一
年
〉）
の
執
筆
協
力

高
校
世
界
史
教
科
書
（『
詳
説
世
界
史
』〈
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
度
以
降
〉
な
ど
）
の
分
担
執
筆



－  296  －－  297  －

史
苑
（
第
七
八
巻
第
一
号
）

【
書
評
・
新
刊
紹
介
】

Ｇ
・
Ｒ
・
エ
ル
ト
ン
（
丸
山
高
司
訳
）『
政
治
史
と
は
何
か
』（
み
す
ず
書
房
、一
九
七
四
年
）『
史
学
雑
誌
』（
八
四
巻
四
号
、一
九
七
五
年
四
月
）

中
村
英
勝
『
イ
ギ
リ
ス
議
会
政
治
史
論
集
』（
東
京
書
籍
、
一
九
七
六
年
）『
史
学
雑
誌
』（
八
六
巻
二
号
、
一
九
七
七
年
二
月
）

Ｋ
・
Ｒ
・
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
（
福
田
三
郎
監
訳
）『
イ
ギ
リ
ス
議
会
―
そ
の
歴
史
的
考
察
』（
敬
文
堂
、
一
九
七
七
年
）『
史
学
雑
誌
』（
八
六
巻

三
号
、
一
九
七
七
年
三
月
）

鶴
田
正
治
『
イ
ギ
リ
ス
政
党
成
立
史
研
究
』（
亜
紀
書
房
、
一
九
七
七
年
）『
歴
史
学
研
究
』（
四
五
二
号
、
一
九
七
八
年
一
月
）

Ｒ
・
Ｃ
・
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
（
今
井
宏
訳
）『
イ
ギ
リ
ス
革
命
論
争
史
』（
刀
水
書
房
、
一
九
七
九
年
）『
史
学
雑
誌
』（
八
九
巻
二
号
、

一
九
八
〇
年
二
月
）

「
村
岡
健
次
著
『
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
時
代
の
政
治
と
社
会
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
八
〇
年
）
を
め
ぐ
っ
て
」『
イ
ギ
リ
ス
史
研
究
』（
三
〇

号
、
一
九
八
〇
年
一
〇
月
）

Ｄ
・
バ
ト
ラ
ー
編
（
飯
坂
良
明
他
訳
）『
イ
ギ
リ
ス
連
合
政
治
へ
の
潮
流
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
〇
年
）『
史
学
雑
誌
』（
九
〇
巻
一

号
、
一
九
八
一
年
一
月
）

Ｅ
・
Ｊ
・
ホ
ブ
ズ
ボ
ー
ム
『
資
本
の
時
代
Ⅰ
　
一
八
四
八
～
一
八
七
五
』（
み
す
ず
書
房
、
一
九
八
一
年
）『
週
刊
読
書
人
』（
一
四
〇
三
号
、

一
九
八
一
年
一
〇
月
一
九
日
）

今
井
登
志
喜
『
都
市
の
発
達
史
―
近
世
に
お
け
る
繁
栄
中
心
の
移
動
』（
誠
文
堂
新
光
社
、
一
九
八
〇
年
）『
史
学
雑
誌
』（
九
〇
巻
一
二
号
、

一
九
八
一
年
一
二
月
）

角
山
栄
『
茶
の
世
界
史
―
緑
茶
の
文
化
と
紅
茶
の
社
会
』（
中
公
新
書
、
一
九
八
〇
年
）『
歴
史
公
論
』（
七
三
号
、
一
九
八
一
年
一
二
月
）

松
尾
太
郎
『
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
問
題
の
史
的
構
造
』（
論
創
社
、
一
九
八
〇
年
）『
史
学
雑
誌
』（
九
一
巻
三
号
、
一
九
八
二
年
三
月
）

角
山
栄
・
川
北
稔
編
『
路
地
裏
の
大
英
帝
国
　
イ
ギ
リ
ス
都
市
生
活
史
』（
平
凡
社
、
一
九
八
二
年
）『
週
刊
読
書
人
』（
一
四
二
七
号
、

一
九
八
二
年
四
月
一
二
日
）

青
山
吉
信
・
今
井
宏
編
『
概
説
イ
ギ
リ
ス
史
　
伝
統
的
理
解
を
こ
え
て
』（
有
斐
閣
選
書
、
一
九
八
二
年
）『
史
学
雑
誌
』（
九
二
巻
二
号
、

一
九
八
三
年
二
月
）

坂
井
秀
夫
『
イ
ギ
リ
ス
外
交
の
源
流
―
小
ピ
ッ
ト
の
体
制
像
―
』（
創
文
社
、一
九
八
二
年
）『
史
学
雑
誌
』（
九
三
巻
一
号
、一
九
八
四
年
一
月
）
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青
木
康
先
生
の
略
歴
と
主
要
業
績

小
松
春
雄『
イ
ギ
リ
ス
政
党
史
研
究
　
エ
ド
マ
ン
ド
・
バ
ー
ク
の
政
党
論
を
中
心
に
』（
中
央
大
学
出
版
部
、一
九
八
三
年
）『
史
学
雑
誌
』（
九
三

巻
二
号
、
一
九
八
四
年
二
月
）

浜
林
正
夫
『
イ
ギ
リ
ス
名
誉
革
命
史
』
上
・
下
（
未
来
社
、
一
九
八
一
、一
九
八
三
年
）『
歴
史
学
研
究
』（
五
二
九
号
、
一
九
八
四
年
六
月
）

川
北
稔『
工
業
化
の
歴
史
的
前
提
　
帝
国
と
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
』（
岩
波
書
店
、一
九
八
三
年
）『
史
学
雑
誌
』（
九
三
巻
七
号
、一
九
八
四
年
七
月
）

レ
イ
モ
ン
ド
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
（
山
本
和
平
・
増
田
秀
男
・
小
川
雅
魚
訳
）『
田
舎
と
都
会
』（
晶
文
社
、
一
九
八
五
年
）『
史
学
雑
誌
』（
九
五

巻
六
号
、
一
九
八
六
年
六
月
）

ピ
ー
タ
ー
・
ラ
ス
レ
ッ
ト
（
川
北
稔
・
指
昭
博
・
山
本
正
訳
）『
わ
れ
ら
失
い
し
世
界
　
近
代
イ
ギ
リ
ス
社
会
史
』（
三
嶺
書
房
、
一
九
八
六

年
）『
史
学
雑
誌
』（
九
六
巻
一
号
、
一
九
八
七
年
一
月
）

村
岡
健
次
・
鈴
木
利
章
・
川
北
稔
編
『
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
　
そ
の
周
辺
と
イ
ギ
リ
ス
近
代
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
八
七
年
）『
社
会
経

済
史
学
』（
五
四
巻
三
号
、
一
九
八
八
年
九
月
）

草
光
俊
雄
・
近
藤
和
彦
・
斎
藤
修
・
松
村
高
夫
編
『
英
国
を
み
る
　
歴
史
と
社
会
』（
リ
ブ
ロ
ポ
ー
ト
、
一
九
九
一
年
）『
史
学
雑
誌
』（
一
〇
〇

巻
一
一
号
、
一
九
九
一
年
一
一
月
）

小
川
晃
一
『
英
国
自
由
主
義
体
制
の
形
成
―
ウ
イ
ッ
グ
と
デ
ィ
セ
ン
タ
ー
―
』（
木
鐸
社
、一
九
九
二
年
）『
史
学
雑
誌
』（
一
〇
二
巻
一
〇
号
、

一
九
九
三
年
一
〇
月
）

田
中
治
男
・
木
村
雅
昭
・
鈴
木
董
編
『
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
周
辺
国
家
』（
リ
ブ
ロ
ポ
ー
ト
、
一
九
九
二
年
）『
歴
史
学
研
究
』（
六
五
〇
号
、

一
九
九
三
年
一
〇
月
）

松
園
伸『
イ
ギ
リ
ス
議
会
政
治
の
形
成
―「
最
初
の
政
党
時
代
」を
中
心
に
―
』（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、一
九
九
四
年
）『
歴
史
学
研
究
』（
六
七
一

号
、
一
九
九
五
年
五
月
）

Ａ
・
Ｊ
・
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
（
川
北
稔
訳
）『
景
観
の
大
英
帝
国
―
絶
頂
期
の
帝
国
シ
ス
テ
ム
―
』（
三
嶺
書
房
、一
九
九
五
年
）『
社
会
経
済
史
学
』

（
六
二
巻
三
号
、
一
九
九
六
年
九
月
）

松
園
伸
『
産
業
社
会
の
発
展
と
議
会
政
治
　
一
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
史
』（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、一
九
九
九
年
）『
週
刊
読
書
人
』（
二
二
八
一

号
、
一
九
九
九
年
四
月
一
六
日
）

近
藤
和
彦
『
文
明
の
表
象
英
国
』（
山
川
出
版
社
、
一
九
九
八
年
）『
歴
史
学
研
究
』（
七
二
七
号
、
一
九
九
九
年
九
月
）



－  298  －－  299  －

史
苑
（
第
七
八
巻
第
一
号
）

松
村
赳
・
富
田
虎
男
編
著
『
英
米
史
辞
典
』（
研
究
社
、
二
〇
〇
〇
年
）『
学
燈
』（
九
七
巻
七
号
、
二
〇
〇
〇
年
七
月
）

岩
井
淳
・
指
昭
博
編
『
イ
ギ
リ
ス
史
の
新
潮
流
　
修
正
主
義
の
近
世
史
』（
彩
流
社
、
二
〇
〇
〇
年
）『
歴
史
学
研
究
』（
七
五
九
号
、

二
〇
〇
二
年
二
月
）

松
浦
高
嶺
『
イ
ギ
リ
ス
近
代
史
を
彩
る
人
び
と
』（
刀
水
書
房
、
二
〇
〇
二
年
）『
史
学
雑
誌
』（
一
一
一
巻
一
一
号
、
二
〇
〇
二
年
一
一
月
）

E
liga H

. G
ould, The Persistence of E

m
pire; B

ritish Political C
ulture in the Age of the Am

erican R
evolution

（The 
U

niversity of N
orth Carolina Press, 2000

）『
日
本
一
八
世
紀
学
会
年
報
』（
一
八
号
、
二
〇
〇
三
年
六
月
）

古
賀
秀
男『
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン
王
妃
事
件
　〈
虐
げ
ら
れ
た
イ
ギ
リ
ス
王
妃
〉の
生
涯
を
と
ら
え
直
す
』（
人
文
書
院
、二
〇
〇
六
年
）『
西
洋
史
学
』

（
二
三
〇
号
、
二
〇
〇
八
年
九
月
）

仲
丸
英
起
『
名
誉
と
し
て
の
議
席
　
近
世
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
議
会
と
統
治
構
造
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
一
年
）『
西
洋
史
学
』

（
二
四
四
号
、
二
〇
一
二
年
三
月
）

近
藤
和
彦
『
イ
ギ
リ
ス
史
一
〇
講
』（
岩
波
新
書
、
二
〇
一
三
年
）『
史
苑
』（
七
五
巻
一
号
、
二
〇
一
五
年
一
月
）

【
そ
の
他
】

「
Ｐ
・
ラ
ス
レ
ッ
ト
氏
の
一
七
世
紀
イ
ギ
リ
ス
社
会
論
を
き
い
て
」『
イ
ギ
リ
ス
史
研
究
』（
二
五
号
、
一
九
七
七
年
一
月
）

「『
社
会
史
』
と
現
代
の
歴
史
学
―
史
学
会
第
七
七
回
大
会
か
ら
―
」『
月
刊
エ
デ
ィ
タ
ー
　
本
と
批
評
』（
六
五
号
、
一
九
八
〇
年
二
月
）

「
国
家
史
の
射
程
―
ジ
ョ
ン
・
ブ
ル
ー
ワ
ー
『
権
力
の
腱
　
戦
争
、
金
、
そ
し
て
イ
ギ
リ
ス
国
家
　
一
六
八
八
～
一
七
八
三
年
』
を
読
む
」『
創

文
』（
三
二
八
号
、
一
九
九
一
年
一
二
月
）

「
世
界
史
Ｑ
＆
Ａ
　
星
室
庁
裁
判
所
に
つ
い
て
教
え
て
下
さ
い
」（
世
界
史
の
研
究
二
四
一
）『
歴
史
と
地
理
』（
六
七
九
号
、
二
〇
一
四
年

一
一
月
）

「
史
苑
の
窓
　
イ
ギ
リ
ス
人
の
歴
史
好
き
と
周
年
事
業
」『
史
苑
』（
七
五
巻
二
号
、
二
〇
一
五
年
三
月
）

「
史
苑
の
窓
　
一
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
市
議
会
の
出
席
簿
」『
史
苑
』（
七
八
巻
一
号
、
二
〇
一
七
年
一
二
月
）


